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日
本
で
は
漢
詩
と
呼
ば
れ
る
中
国
伝
統
詩
の
愛
読
者
は
決
し
て
少
な

く
な
い
が
、
現
代
詩
と
な
る
と
現
代
中
国
の
社
会
と
文
化
に
関
心
を
抱

く
人
々
で
も
ま
ず
ほ
と
ん
ど
読
む
機
会
が
な
い
。
現
代
詩
の
読
者
が
少

な
い
の
は
ど
の
国
で
も
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
特
に
中
国
文
学
の
場
合
、
伝

統
的
古
典
詩
歌
が
圧
倒
的
な
質
量
を
誇
り
、
今
な
お
鑑
賞
に
堪
え
る
偉

大
に
し
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
現
代
詩
を
い
っ
そ
う
貧
弱
に

見
せ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
振
り
返
れ
ば
、
二
〇
世
紀
以
来
の
激
動
す
る
中
国
社
会
に

お
い
て
、五
四
新
文
化
運
動
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
胡
適
ら
の
「
新
詩
」

（
＝
口
語
自
由
詩
）
の
提
唱
で
あ
っ
た
し
、
文
化
大
革
命
終
息
後
の
八
〇

年
代
の
思
想
解
放
運
動
を
象
徴
す
る
事
件
は
、
北
島
・
舒
婷
ら
「
朦
朧

詩
」
の
出
現
で
あ
っ
た
。
現
代
中
国
に
あ
っ
て
も
、
詩
歌
は
文
化
・
思

想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
深
く
関
わ
っ
て
い
て
、
ま
た
詩
歌
の
伝
統
は

現
代
史
の
暗
部
か
ら
絞
り
出
さ
れ
た

人
の
声
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
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人
々
の
生
活
や
意
識
の
中
に
形
を
変
え
て
は
い
り
込
み
、
息
づ
い
て
い

る
と
い
え
る
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
二
〇
世
紀
中
国
現
代
詩
の
全
体
像
を
「
通
史
＋

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
の
形
で
日
本
に
紹
介
し
た
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

日
本
で
は
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
一
時
期
、
革
命
中
国

へ
の
憧
憬
か
ら
、
艾
青
（
今
や
若
い
世
代
に
は
艾ア
イ

未ウ
ェ
イ

未ウ
ェ
イの
父
と
言
っ
た
方

が
わ
か
り
や
す
い
）
を
中
心
に
、
新
詩
が
同
時
代
の
息
吹
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

詩
史
的
論
考
は
も
ち
ろ
ん
、
各
時
代
の
作
品
を
こ
れ
だ
け
ま
と
め
て
読

め
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
著
者
は
長
く
中
国
現
代
詩
研
究

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
北
京
大
学
中
文
系
の
謝
冕
教
授
（
一
九
三
二
―
）

で
、
そ
の
名
は
「
文
革
」
終
息
後
の
（
当
時
「
看
不
懂
」
と
非
難
さ
れ
た
）

「
朦
朧
詩
」
を
擁
護
し
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
本
書
は
そ
の
論

謝
冕
著
／
岩
佐
昌
暲
編
訳

中
国
現
代
詩
の
歩
み
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考
の
中
か
ら
特
に
三
篇
を
選
び
、
五
四
運
動
期
か
ら
八
〇
年
代
末
ま
で

の
現
代
史
と
絡
み
合
う
新
詩
の
歩
み
を
通
観
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
た

も
の
。
全
体
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
一
部
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み

（
一
九
一
九
―
四
九
）」
で
は
、
古
典
詩
的
発
想
と
訣
別
す
べ
く
西
洋
詩

の
薫
陶
と
啓
発
を
受
け
、
さ
ら
に
侵
略
戦
争
と
い
う
現
実
の
中
で
、
口

語
に
よ
る
「
現
代
的
」
表
現
を
模
索
し
続
け
る
詩
人
た
ち
の
苦
闘
が
紹

介
さ
れ
る
。
続
く
第
二
部
「
新
中
国
と
共
に
歌
う　

建
国
三
十
年
詩
歌

創
作
の
回
顧
」
は
、「
建
国
」
後
の
社
会
建
設
の
中
で
詩
作
と
「
現
実
」

が
緊
密
な
結
び
つ
き
を
求
め
ら
れ
る
中
で
の
詩
人
た
ち
の
様
々
な
模
索

や
苦
悩
が
紹
介
さ
れ
、
第
三
部
「
八
〇
年
代
の
中
国
詩
」
は
「
文
革
」

終
息
後
の
い
わ
ゆ
る
朦
朧
詩
を
は
じ
め
八
〇
年
代
の
新
詩
潮
に
言
及
す

る
。

　

本
書
紙
幅
の
七
割
を
占
め
る
第
一
部
の
底
本
と
な
る
謝
冕
の
通
史

「
二
〇
世
紀
中
国
新
詩
概
略
：
一
九
一
九
―
一
九
四
九
」
は
も
と
も
と

『
中
国
大
百
科
全
書
』（「
中
国
文
学
分
冊
」
一
九
九
二
年
）
の
た
め
に
書
か

れ
て
い
る
た
め
、
作
品
の
引
用
は
な
く
、
簡
略
過
ぎ
て
生
気
に
乏
し
い
。

編
訳
者
は
、
著
者
の
こ
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
新
詩
三
十
年
の
概
観
を

基
本
的
骨
格
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
作
品
で
肉
付
け
す
る
こ
と

に
よ
り
、
二
〇
世
紀
中
国
現
代
詩
の
歩
み
を
血
肉
化
、
動
態
化
し
よ
う

と
し
た
と
い
え
る
。
敬
服
す
る
の
は
翻
訳
さ
れ
た
作
品
の
多
さ
だ
け
で

は
な
い
。本
文
で
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
全
て
の
詩
人
に
附
さ
れ
た
経
歴
、

そ
し
て
第
二
部
、
第
三
部
の
詳
細
な
訳
注
は
、
作
品
成
立
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
解
説
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
文
学
史
に
名
を
連
ね
る
詩
人
た
ち
の
代
表
作
は
も
ち
ろ
ん
、
近
年

注
目
さ
れ
る
四
〇
年
代
「
九
葉
派
」
詩
人
九
人
全
員
の
詩
を
悉
く
訳
出

し
、「
九
葉
派
」
の
特
色
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
編
訳
者
の
こ
う

し
た
「
徹
底
し
た
作
品
主
義
」
と
で
も
い
う
べ
き
姿
勢
は
、
現
代
詩
の

経
典
的
作
品
以
外
に
対
し
て
も
同
じ
扱
い
を
さ
せ
て
い
る
。
今
で
は
ほ

と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け

て
の
抗
戦
詩
歌
、
朗
誦
詩
や
長
編
叙
事
詩
が
ふ
ん
だ
ん
に
訳
さ
れ
、
本

書
に
訳
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
私
た
ち
日
本
人
読
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
作
品
も
多
い
。た
と
え
ば
抗
日
戦
下
、

創
作
を
開
始
し
た
青
勃（
一
九
二
一
―
九
一
）の
小
品「
薺ナ

薺ズ

菜ナ

」―
―「
最

後
に
降
っ
た
雪
が
溶
け
た
／
空
の
晴
れ
た
好
天
の
日
／
村
の
女
た
ち
は

／
湿
っ
た
田
野
に
駆
け
て
い
く
／
田
畑
と
原
野
で
は
／
薺ナ

薺ズ

菜ナ

が
芽
吹

い
た
と
こ
ろ
／
緑
の
頭
髪
を
突
き
出
し
て
い
る
／
飢
え
た
人
民
は
／
痩

せ
こ
け
た
手
で
／
掘
り
出
し
土
や
泥
ご
と
籠
に
入
れ
る
」（
一
九
四
二
年

河
南
）。
七
十
年
前
の
戦
時
、
中
国
河
南
の
村
に
広
が
る
初
春
の
光
景

と
飢
え
の
中
で
の
生
へ
の
意
志
。
ま
た
、
五
五
年
に
胡
風
分
子
（〝
胡

風
反
革
命
集
団
〟
の
メ
ン
バ
ー
）
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、六
七
年
に
獄
死
（
八
二

年
名
誉
回
復
）
し
た
阿
壠
（
一
九
〇
七
―
六
七
）
の
、後
に
「
七
月
派
」（
抗

戦
期
、
胡
風
の
編
集
す
る
雑
誌
に
拠
っ
た
詩
人
た
ち
）
を
語
る
時
に
し
ば
し
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ば
引
用
さ
れ
る
印
象
的
な
一
節
「
無
題
」
の
最
終
二
行
―
―
「
一
枝
の

白
い
花
に
な
り
た
い
―
―
／
な
ぜ
な
ら
私
は
こ
う
宣
言
し
た
い
か
ら
だ

『
わ
れ
ら
罪
な
し
』
と
。
そ
う
し
て
私
た
ち
は
枯
れ
萎
れ
よ
う
」（
四
四

年
九
月
）。
凛
と
し
た
意
志
を
秘
め
た
さ
り
げ
な
い
言
葉
と
、
政
治
に

翻
弄
さ
れ
続
け
た
阿
壠
の
一
生
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
、
概
念
で
は
な

く
現
実
感
に
満
ち
た
「
声
」
と
し
て
響
い
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
部
の
各
文
章
は
本
来
ば
ら
ば
ら
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、こ
う

し
て
編
者
の
手
に
よ
り
並
べ
ら
れ
る
と
、改
め
て
著
者
謝
冕
の
一
貫
し

た
現
代
詩
観
―
―
新
詩
は
五
四
以
来〝
現
代
化
〟を
追
求
し
、そ
の
過
程

で
同
時
代
文
学
及
び
伝
統
文
学
と
の
関
係
を
回
復
し
て
い
る
こ
と
―
―

が
見
え
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
や
は
り
つ
ぎ
は
ぎ
さ
れ
た
印
象
も
否

め
な
い
。
建
国
後
の
詩
史
で
あ
る
第
二
部
「
新
中
国
と
共
に
歌
う
」［
底

本
は
『
共
和
国
的
晨
光
』（
遼
寧
・
春
風
文
芸
出
版
社
、一
九
八
三
年
六
月
）
所
収
］

は
、
三
部
の
中
で
は
執
筆
時
期
が
一
九
七
九
年
と
、
一
番
早
い
。
訳
者

は
、
こ
の
文
章
が
文
革
終
息
直
後
の
「
希
望
に
あ
ふ
れ
、
過
去
を
再
検

討
す
る
気
風
」（「
訳
者
あ
と
が
き
」）
が
漲
る
時
代
に
書
か
れ
た
こ
と
を

喜
ぶ
の
だ
が
、
著
者
の
熱
を
帯
び
た
語
り
口
が
、
第
一
部
の
抑
え
た
叙

述
と
は
断
絶
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
一
方
で
、
第
一
部
（
一
五
七
頁
）
と

第
二
部
（
二
四
八
頁
）
の
阮
章
競
の
長
詩
「
漳
河
水
」
に
つ
い
て
の
論

述
が
重
複
し
て
い
る
な
ど
、
一
冊
の
書
と
し
て
読
む
と
き
に
は
統
一
感

を
や
や
欠
い
て
い
る
。

　

第
二
部
第
三
章
で
、
著
者
は
共
和
国
の
詩
の
繁
栄
と
発
展
に
貢
献
し

た
詩
人
と
し
て
郭
小
川
と
賀
敬
之
を
挙
げ
、
言
葉
を
費
や
し
彼
ら
の
詩

歌
創
作
に
お
け
る「
誠
実
」と「
厳
粛
」を
強
調
し
、「
気
宇
壮
大
」な「
時

代
の
鼓
手
」
だ
と
称
え
る
。
た
だ
引
用
さ
れ
た
詩
か
ら
は
そ
れ
を
裏
付
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け
る
言
葉
の
質
を
感
じ
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
後
、
彼
ら
を
模
倣

す
る
「
政
治
抒
情
詩
」
が
次
々
生
ま
れ
、
文
革
以
降
は
た
だ
の
空
疎
で

大
げ
さ
な
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
詩
」
に
堕
し
て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い

る
。
郭
・
賀
と
そ
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
と
の
間
に
は
決
定
的
相
違
が
あ
る

に
せ
よ
、彼
ら
の
抒
情
ス
タ
イ
ル
、言
語
感
覚
に
つ
い
て
は
も
う
少
し

批
判
的
考
察
が
ほ
し
い
。こ
の
点
、訳
者
の
見
解
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
。
著
者
へ
の
異
論
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、訳
注（
三
〇
四
頁
）で
萩

野
脩
二
の
専
論
の
存
在
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、そ
の
鋭
い
指
摘
「（
郭
小

川
の
）言
葉
の
直
接
的
な
伝
達
面
の
み
を
問
題
に
す
る
態
度
」（
萩
野
脩
二

『
中
国
現
代
文
学
論
考
』
一
五
四
頁
）
を
紹
介
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
き
め
細
か
な
読
み
は
、
む
し
ろ
第
二
部
第
二
章

と
第
三
章
の
邵
燕
祥
の
論
じ
方
に
現
れ
て
い
る
。
特
に
彼
の
文
革
終
息

直
後
の
作
品
「
中
国
に
ま
た
詩
が
生
ま
れ
た
」（
一
九
七
八
）
が
、
喜
び

の
中
に
も
哀
悼
を
含
み
、
強
烈
な
憤
怒
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
貫
か
れ
て
い

る
と
い
う
同
時
代
人
な
ら
で
は
の
鋭
敏
な
考
察
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

第
三
部
は
講
演
録
の
「
要
約
」
で
、
編
訳
者
も
「
あ
と
が
き
」
で
断

わ
る
よ
う
に
、
叙
述
の
分
量
が
不
十
分
で
、
第
一
部
、
第
二
部
と
は
つ

り
合
い
が
取
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
著
者
の
「
朦
朧
詩
」
以
降

の
詩
へ
の
理
解
は
や
や
短
絡
的
で
あ
る
。
八
〇
年
代
中
期
以
降
、（
北

島
や
舒
婷
ら
の
朦
朧
詩
と
は
異
な
る
創
作
の
立
場
を
掲
げ
た
）
極
度
に
「
個

人
化
」
さ
れ
「
神
聖
さ
、
崇
高
感
」
を
欠
く
詩
に
つ
い
て
（
そ
の
ス
タ

イ
ル
は
九
〇
年
代
詩
歌
の
特
色
で
あ
る
）、
例
え
ば
韓
東
（
一
九
六
一
―
）
の

「
大
雁
塔
に
つ
い
て
」
―
―
「
ぼ
く
た
ち
に
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
／
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
る
／
上
っ
て

行
っ
て
／
一
回
だ
け
英
雄
気
分
を
味
わ
う
た
め
だ
…
…
」
に
対
し
、
著

者
は
、
反
逆
的
心
理
が
「
価
値
あ
る
も
の
の
意
義
を
取
り
消
し
凡
庸
化

す
る
」
表
現
だ
と
み
な
す
。
だ
が
同
作
の
画
期
的
意
義
は
む
し
ろ
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
抒
情
パ
タ
ー
ン
へ
の
反
逆
、
自
動
化
さ
れ
た
日
常
的
行

為
へ
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
視
線
に
あ
る
。
著
者
は
現
在
（
執
筆
当
時
は

九
〇
年
代
半
ば
）
の
詩
が
、「
激
情
を
表
現
せ
ず
、
世
界
に
冷
淡
な
詩
」

か
「
個
人
の
ち
っ
ぽ
け
な
感
情
や
感
慨
を
述
べ
る
詩
」
が
多
す
ぎ
る
と

し
て
、「
詩
が
公
衆
の
生
活
、
社
会
の
状
況
に
関
心
を
持
た
な
く
な
っ

た
ら
、
詩
が
美
に
関
心
を
持
た
な
く
な
っ
た
ら
、
中
国
の
詩
に
は
何
か

欠
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
憂
慮
す
る
。
そ
れ
は
杞
憂
と
決
め

つ
け
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
同
時
代
詩
批
判
と
し
て
は
い
さ
さ
か
ナ
イ
ー

ブ
に
す
ぎ
る
。
権
力
構
造
が
微
妙
に
絡
み
合
い
複
雑
化
す
る
「
公
衆
の

生
活
」
や
「
社
会
の
状
況
」
そ
し
て
溢
れ
る
コ
ト
バ
の
中
に
身
を
置
く

敏
感
な
文
学
者
に
と
っ
て
、
詩
に
よ
る
現
実
感
の
表
現
が
ま
す
ま
す
困

難
に
な
っ
て
い
る
今
日
、「
理
想
を
持
ち
、
使
命
感
を
持
っ
た
、
意
義

の
あ
る
詩
を
書
こ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
ど
こ
か
空
疎
に
響
い
て
し

ま
う
。

　

最
後
に
翻
訳
に
つ
い
て
。
大
量
の
詩
の
翻
訳
作
業
は
想
像
以
上
に
骨
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の
折
れ
る
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
の
遺
漏
は
い
ち
い
ち

挙
げ
な
い
が
、
少
し
だ
け
気
に
な
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
と

え
ば
四
〇
年
代
延
安
で
の
李
季
の
代
表
作
「
王
貴
と
李
香
香
」
は
「
信

天
遊
」（
陝
西
省
北
部
の
民
謡
形
式
）
を
用
い
た
長
詩
だ
が
、
す
で
に
原

詩
の
リ
ズ
ム
を
反
映
し
た
す
ぐ
れ
た
翻
訳
（
秋
吉
久
紀
夫
編
訳
『
中
国
現

代
詩
集
』
所
収
、
飯
塚
書
店
、
一
九
七
四
年
）
が
存
在
す
る
。
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
調
子
を
読
者
に
伝
え
る
に
は
、
よ
り
民
謡
調
の
秋
吉
訳
を
参
照
し
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
穆
旦
詩
の
解
説
に
「
こ
こ
に
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
は
な
い
。
あ
る
の
は
、
一
種
の
純
粋
な
、
中
国
の

久
遠
の
風
土
人
情
に
対
す
る
、
濃
厚
な
泥
土
の
匂
い
の
す
る
嘆
息
で
あ

る
。（
＊
）彼
は
表
面
的
に
苦
難
を
強
調
し
た
り
は
し
な
い
」（
二
二
四
頁
）

と
あ
る
。
訳
者
が
解
説
に
援
用
し
た
謝
冕
『
新
世
紀
的
太
陽
―
―
二
〇

世
紀
中
国
思
潮
』
の
原
文
で
は
、（
＊
）
の
箇
所
に
「
穆
旦
用
纯
粹
西

方
的
方
式
传
达
了
纯
粹
的
中
国
风
情
」
の
一
行
が
入
る
。
こ
こ
は
穆
旦

詩
が
古
典
詩
の
伝
統
的
方
法
か
ら
断
ち
切
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

核
心
に
触
れ
る
部
分
で
、
訳
者
は
あ
え
て
省
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と

思
う
。

　

本
書
に
訳
出
さ
れ
た
詩
の
多
く
は
、
中
国
現
代
史
の
中
で
、
と
も
す

れ
ば
時
代
の
大
音
声
に
か
き
消
さ
れ
そ
う
な
声
、
歴
史
の
暗
部
か
ら
絞

り
出
さ
れ
た
声
で
あ
る
。
一
人
の
人
間
の
切
実
な
営
み
か
ら
生
ま
れ
る

声
は
個
人
の
内
部
か
ら
発
せ
ら
れ
、
し
か
も
個
人
に
だ
け
属
す
の
で
は

な
い
。
時
空
を
超
え
て
、
そ
れ
ら
に
耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
と
、
古
典
詩

と
は
ま
た
違
う
中
国
現
代
詩
の
風
景
が
開
け
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
さ
と
う
・
ふ
み
こ　

駒
澤
大
学
）

第
4
回
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
中
国
言
語
文
化
の
新
展
望
」

▼
日
時
：
11
月
17
日
（
土
）
9
時
10
分
～
17
時
20
分
▼
場
所
：
大

東
文
化
大
学
板
橋
校
舎
（
東
武
東
上
線
東
武
練
馬
駅
下
車
、
大
東

文
化
会
館
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
7
分
）
▼
研
究
発
表
：
陳
小

珍
「《
文
选
集
注
》
五
臣
音
注
考
」、藤
本
健
一
「
裁
判
」
と
「
審
判
」

の
造
語
と
日
中
語
彙
交
流
」、
洪
安
瀾
「
連
語
論
か
ら
見
る
〝
在
＋

空
间
词
〟
の
〝
在
〟
の
日
本
語
訳
」、
蔡
娟
「
宋
代
白
話
文
献
に
お

け
る
動
補
構
造
の〝
将
〟」、范
常
喜「
九
店
楚
简
〈
告
武
夷
〉
补
遗
议
」、

大
島
吉
郎
「〝
腿
也
直
了
。〟
考
」、
管
寧
「
阿
蘇
神
社
と
阿
蘇
十
二

神
に
つ
い
て
」、
山
口
直
人
「
日
语
否
定
句
带
副
词
性
成
分
时
的
歧

义
现
象
及
其
相
关
汉
语
句
子
」、
中
村
浩
一
「
量
詞
に
つ
い
て
」


